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１．はじめに 

 本研究室では、地域環境（世界の多様な環境、身

近な環境）で発生する、環境・エネルギー問題に目を向

けて、主に以下の２つの研究に取り組んでいる。 

（１）乾燥地の砂漠化防止・沙漠緑化や、途上国での

食糧生産に資する自然エネルギー利用技術の開発に

取り組んできた。また、関連研究として、砂塵や砂嵐等

の過酷な環境の中で、風車や太陽電池が稼働するため

に必要となる要素技術や、システムの維持管理に関す

る方法についても検討している。 

（２）近年の風車発生音の問題について、大型風車の

発生音計測と、その発生音が人の心理・生理状態に及

ぼす影響についての研究に取り組んでいる。 

 

2. 研究の概要 

(1)砂漠緑化に資する自然エネルギー利用技術の研究 

自然エネルギー発電と節水灌漑を融合した省資源型

作物栽培技術パッケージの開発を目指し、図 1 に示す

ようなシステムの実証試験に取り組んでいる。 

風力発電、太陽光発電で得られた電力を蓄電し、そ

の電力を用いてポンプを稼働させ海水を揚水する。次

いで、揚水した海水を脱塩処理して、灌漑水を生成す

る。この際に濃縮されて高塩分濃度になった濃縮海水 

は、再び海に戻すが、その途中に小型水力発電機を設

置して発電することでエネルギー回収を行い、その電力

をポンプ等に再供給する。一方、生成された灌漑水は

圃場に配水され、地中灌漑や点滴灌漑により、耐塩性

の作物や樹木の栽培、野菜栽培へと利用する。 

 

 

図 1 省資源型作物栽培技術パッケージの概略図 

このようなシステムの実証試験を行うために、鳥取大

学乾燥地研究センター敷地内の海岸に面した砂丘地

に実証試験システムを構築し、フィールド試験を実施し

ている。発電電力量や海水揚水量、生成する灌漑水量

などの運転データを取得し、システムの運転性能を検

証することの他に、ビニルハウス内の栽培試験設備を援

用し、作物栽培における灌漑水の安定供給についての

検討も行う。 

 

(2)風車発生音とその影響に関する研究 

 鳥取県には多くの大型風車群が設置されている。  

本研究では、複数基が立ち並び稼働する風車群から

発生する音の計測を行っており、発生音の特性と、風車

の回転状態や隣接する風車の位置と配列の影響につ

いて検討している。また、医工連携の一つとして、風車

発生音の計測地点や景観眺望地点において、被験者

によるストレス測定や心理テスト等を行うことにより、風車

発生音や景観が人の心理状態やストレス状態にどのよ

うな影響を与えているのかを定量的に評価する試みも

実施している。 

 

３．おわりに 

 これらの研究を進めていく上で、異分野の研究者との

連携が非常に重要であることを実感している。  

本誌の目的である、産学協働をさらに高めるための１

つの手段として、異分野融合による新たな風力発電技

術の開発のヒントになれば幸いである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2 実証試験用の自然エネルギー

発電設備 

「風車が、ふつうにある社会」のために
　　　　　　千葉大学大学院工学研究科　佐藤 建吉
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